
修
所
に
お
い
て
行
政
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
本

年
度
は
表
に
掲
げ
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
本
年

度
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１　
役
職
段
階
別
研
修
に
お
け
る
取
組

⑴　
行
政
研
修

　
全
体
の
奉
仕
者
た
る
国
家
公
務
員
を
育
成
す

る
と
い
う
理
念
の
下
、
時
代
に
対
応
し
た
研
修

へ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
り
、
各
府
省
に
対
し

魅
力
的
な
研
修
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

国
家
公
務
員
は
、
各
府
省
の
職
員
と
し
て
業
務

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
と
と
も

に
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
使
命
感
や
高

い
倫
理
観
、広
い
視
野
・
識
見
な
ど
、い
わ
ば
「
あ

る
べ
き
公
務
員
」
と
し
て
各
府
省
共
通
に
必
要
な

能
力
・
資
質
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

こ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
に
、
同
じ
役
職
段
階

に
属
す
る
各
府
省
職
員
の
参
加
に
よ
る
研
修
を
行

う
こ
と
が
相
互
啓
発
、
相
互
理
解
を
深
め
る
上
で

効
果
的
で
あ
り
、
ま
た
、
各
府
省
の
枠
を
超
え
た

使
命
感
の
醸
成
に
も
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
府
省
の
行
政
運
営
の
中
核
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
職
員
等
を
対
象
に
公
務
員
研

人
事
院
で
は
、毎
年
、実
施
計
画
を
定
め
て
図
の
よ
う
な
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
材
局
研
修
推
進
課

令
和
四
年
度
人
事
院
研
修
の
実
施
計
画
の
概
要

人
事
行
政
報
告

図 人事院が実施している研修
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① 
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
連
科
目
の
内
容
改
善
・
充
実

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
に
つ
い
て
、
職
場
の
魅

力
を
高
め
、
職
員
の
能
力
を
十
分
に
引
き
出
す

こ
と
で
組
織
と
し
て
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
内
容
に
改
善
・

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
課
長
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
な
ど
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
課
長
力
向
上
コ
ー
ス
」
を
試
行
す
る
と
と
も

に
、
課
長
補
佐
級
以
上
を
対
象
と
す
る
研
修
で

は
、
す
べ
て
の
コ
ー
ス
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
連

科
目
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
幹
部
行
政
官
セ

ミ
ナ
ー
（
ア
ス
ペ
ン
メ
ソ
ッ
ド
）
に
つ
い
て

は
、
よ
り
現
代
社
会
の
課
題
と
結
び
つ
い
た
内

容
に
見
直
し
て
実
施
し
ま
す
。

②
　
研
修
目
的
と
科
目
の
関
係
の
明
確
化

研
修
効
果
を
高
め
る
た
め
、
研
修
コ
ー
ス
の

目
的
と
コ
ー
ス
中
の
科
目
と
の
関
係
を
明
確
化

し
、
研
修
員
へ
事
前
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

研
修
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
自
ら
の
達
成
度

や
講
義
へ
の
評
価
を
聴
取
す
る
よ
う
改
善
し
、

そ
の
結
果
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
し
て
い
き
ま
す
。　

③ 

　
研
修
内
容
等
を
考
慮
し
た
実
施
方
式
の
最
適
化

研
修
内
容
、
参
加
者
の
属
性
、
実
施
時
期
等

を
考
慮
し
て
、
合
宿
、
通
勤
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

選
択
や
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
実
施
方
式
の
最

適
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
　
職
員
の
研
修
に
関
す
る
ス
キ
ル
向
上

研
修
の
企
画
立
案
や
、
研
修
実
施
に
当
た
っ

て
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
講
師
を
担
当
す
る

職
員
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
外
部
講

師
に
よ
る
研
修
を
年
度
当
初
に
実
施
し
ま
す
。

⑵　
そ
の
他
の
研
修

①
　
昇
任
時
相
談
窓
口
等
体
験
研
修

本
府
省
審
議
官
級
に
新
た
に
昇
任
し
た
職
員
を

対
象
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口
業
務
体

験
等
を
通
じ
、
消
費
者
・
生
活
者
を
主
役
と
す
る

行
政
を
担
う
国
家
公
務
員
の
意
識
改
革
を
図
る
と

と
も
に
、
今
後
の
行
政
や
公
務
員
の
在
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
契
機
と
す
る
研
修
を
、
消
費
者
庁
と

の
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

②
　
地
方
機
関
職
員
研
修

各
府
省
の
地
方
機
関
に
勤
務
す
る
職
員
を
対
象

に
、
管
内
各
機
関
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
採
用

職
員
か
ら
管
区
機
関
の
長
ま
で
の
役
職
段
階
別
に

求
め
ら
れ
る
能
力
・
識
見
等
を
向
上
さ
せ
、
国
民

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
意
識
の
徹
底
を
図
る
こ
と

等
を
目
的
に
役
職
段
階
別
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

表 令和４年度行政研修の概要
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研　修　名 研修期間 実施回数 １回（コース）
当たりの人員

国家公務員合同初任研修 １日 １回 約800人
初任行政研修 １日（事前講義）＋２週間 ８コース 約95人
３年目フォローアップ研修 ４日間 ７コース 約85人
行政研修（課長補佐級） ４日間程度 ５回 約60人
行政研修（課長補佐級）国際コース ３日間 １回 約30人
行政研修（課長補佐級）女性管理職養成コース ３日間 １回 約40人
行政研修（課長補佐級）リーダーシップ研修 14日間程度 １回 約25人
行政研修（課長級） ４日間 １回 約30人
行政研修（課長級）課長力向上コース ５日間程度 １回 約30人
行政研修（課長級）現場訪問コース １日（事前学習）＋３日間（訪問） １回 約30人
行政研修（係員級特別課程） ５日間 ３回 約50人
行政研修（係長級特別課程） ５日間 ３回 約50人
行政研修（課長補佐級特別課程） ５日間 ２回 約40人
幹部行政官セミナー（アスペンメソッド） ３日間 １回 約15人
行政フォーラム ２時間程度 ６回 希望者
（注）1  各研修については、新型コロナウイルス感染症の状況により、変更や中止する場合があります。

2 行政研修（課長補佐級）中国派遣コース及び韓国国家公務員人材開発院派遣コース並びに行政研修（課長級）中国派遣 
コースについては、新型コロナウイルス感染症の流行状況に鑑み、令和４年度も中止します。
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２　
派
遣
研
修
の
実
施

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
国
際
環
境
に
的
確
に
対

応
で
き
る
人
材
、
専
門
的
な
知
識
、
技
能
等
を

有
す
る
人
材
を
育
成
す
べ
く
、
各
派
遣
研
修
制

度
の
着
実
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
派
遣
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
在

外
研
究
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
等
を
見
極
め
つ
つ
、
各
府
省

が
職
員
の
安
全
を
確
保
し
て
個
別
の
状
況
に
応
じ

て
適
切
な
選
択
を
行
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
対
応

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
　
行
政
官
長
期
在
外
研
究
員
制
度

各
府
省
の
若
手
職
員
を
諸
外
国
の
大
学
院
に
派

遣
し
、
二
年
間
研
究
に
従
事
さ
せ
ま
す
。（
博
士

号
取
得
の
た
め
期
間
を
延
長
す
る
場
合
は
最
大
四

年
間
）

ま
た
、
諸
外
国
の
一
年
制
大
学
院
に
一
年
間
派

遣
す
る
コ
ー
ス
を
、
令
和
四
年
度
の
募
集
か
ら
設

け
る
方
向
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

②
　
行
政
官
短
期
在
外
研
究
員
制
度

職
員
を
諸
外
国
の
政
府
機
関
や
国
際
機
関
に
派

遣
し
、
六
か
月
間
又
は
一
年
間
、
調
査
研
究
に
従

事
さ
せ
ま
す
。

③
　
行
政
官
国
内
研
究
員
制
度

ア
　
修
士
課
程
コ
ー
ス

職
員
を
国
内
の
大
学
院
修
士
課
程
に
一
又

は
二
年
間
派
遣
し
、研
究
に
従
事
さ
せ
ま
す
。

イ
　
博
士
課
程
コ
ー
ス

職
員
を
国
内
の
大
学
院
博
士
課
程
に
三
年

間
を
限
度
と
し
て
派
遣
し
、
研
究
に
従
事
さ

せ
ま
す
。

な
お
、
研
修
成
果
の
公
務
へ
の
還
元
が
長
期
に

わ
た
り
十
分
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
厳

正
な
運
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

３　
テ
ー
マ
別
研
修
等
の
実
施

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
か
ん
養
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
、
倫
理
観
・
使
命
感
の
か
ん
養
等
を
研
修

を
通
じ
て
支
援
し
、
有
為
な
人
材
の
育
成
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
等
を
踏

ま
え
つ
つ
、
講
義
型
の
研
修
を
中
心
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
も
活
用
し
な
が
ら
、
本
年
度
は
図
（
一

三
頁
）
に
記
載
の
テ
ー
マ
別
研
修
・
指
導
者
養
成

研
修
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
、
重
点
的
に
充
実

を
図
る
研
修
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

　
幹
部
に
対
す
る
役
割
認
識
の
徹
底
の
た
め
の

研
修
（
局
長
級
）

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
職
員
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
環
境
の
実
現
に
は
、
幹
部
職
員

の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
真
摯
な
取
組
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
重
点

を
置
い
た
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

②
　
実
務
経
験
採
用
者
研
修

各
府
省
に
お
け
る
実
務
経
験
採
用
者
に
対
す
る

研
修
へ
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
を
踏
ま
え
、
研
修
教
材

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
研
修
の
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
科
目
の
う
ち
、
汎
用
性
の
高

い
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
順
次
研
修
教
材
を
作
成

し
提
供
し
ま
す
。

④
　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
活
用

各
研
修
の
内
容
や
目
的
に
応
じ
て
、
ｅ
︱
ラ
ー

ニ
ン
グ
や
動
画
を
は
じ
め
と
す
る
研
修
教
材
の
提

供
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
積
極
的
に
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
を
活
用
し
ま
す
。
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